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プロスポーツ団体の経営における最大化について
～日本のプロ野球球団経営の歴史的形成過程と費用収益モデル分析を中心に～
Maximizing Management in Sports Organizations:
History and Cost Profit Model Analysis of a Japanese Professional Baseball Team





























































































































































































































































































































































































































































球団名 運営会社名 運営母体企業 業種
東京巨人軍 大日本東京野球倶楽部 読売新聞社 新聞
大阪タイガース 大阪野球倶楽部 阪神電鉄 鉄道
名古屋軍 大日本野球連盟名古屋協会 新愛知新聞社 新聞
東京セネターズ 東京野球協会 西武鉄道 鉄道
阪急 大阪阪急野球協会 阪神急行電鉄 鉄道
大東京軍 大日本野球連盟東京協会 國民新聞社 新聞



























































































































































































































































売上 費用 損益 観客動員数 座席稼働率
2011年 56億 76億 ▲24憶 110万人 50.4%
2012年 58億 77億 ▲19億 117万人 55.5%
2013年 68億 87億 ▲19億 143万人 66.5%
2014年 77億 91億 ▲14億 156万人 74.5%
2015年 93億 94億 ▲ 3億 181万人 89.3%




































































































































































































業高校のエースであった王貞治(1977年 9 月 3 日に
通算756号ホームランで世界記録を達成する)も入団
し記録的活躍をする。この時期をON時代ともいう。
中部学院大学・中部学院大学短期大学部 研究紀要第19号(2018）69－78
― 78 ―
